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東広島天文台の軌跡とこれから



可視赤外線天文グループ（2004-）

広島大学の宇宙グループ

NASAからの感謝状

高エネルギー宇宙グループ（1999-） 大杉名誉教授
初代センター長

X線・ガンマ線天文衛星

東広島天文台 かなた望遠鏡

http://fermi.gsfc.nasa.gov/
http://fermi.gsfc.nasa.gov/


広島大学の宇宙・天文関連の研究グループ（2021）

• 理・物理科学科／宇宙科学センター

– 宇宙物理学（理論） 教員3名

– クオーク物理学 教員１名

– 高エネルギー宇宙 教員6+1名、研究員１名

– 可視赤外線天文学 教員6＋１名、研究員1名
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• 理・地球惑星システム学科
– 地球惑星化学グループ
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2006.5.26東広島天文台完成記念式典

（故
）西
村
有
二

西
村
製
作
所
社
長

中
川
秀
直

自
民
党

政
調
会
長
（当
時
）

山
田
義
弘

東
亜
天
文
学
理
事
長

（故
）佐
藤

健

氏

牟
田
泰
三

学
長

（当
時
）

（故
）西
村
有
二

西
村
製
作
所
社
長



かなた望遠鏡の観測対象と変遷

活動銀河核

活動銀河核



山中雅之氏（京都大特定准教授）
広島大物理科学専攻博士課程２年生
のときの成果
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「最も明るい」「規格外の」
読売新聞、朝日新聞、産経新聞、
日経新聞、中国新聞、ＮＨＫニュースほか
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そして、時代は

マルチメッセンジャー（多様な使徒）天文学の時代へ

重力波
空間のゆがみが遠くまで伝播
電磁波では見えない情報まで

重い天体の加
速度運動

1993年, 2017年ノーベル物理学賞

ハルス氏 ワイス氏 ソーン氏
テイラー氏 バリッシュ氏

ニュートリノ
極めて軽く、貫通力が高い素粒子
様々な核反応で生成

超新星
爆発

2002年, 2015年ノーベル物理学賞
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IceCUBEニュートリノ観測所
南極の氷床を利用 ニュートリノは透過力が強く、そのほとんど

は地球も通過するほど
ごく一部のニュートリノが氷の原子核と反応
して一瞬生成されるチェレンコフ光を検出

約1km

IceCube-20170922A and 

TXS 0506+056



IceCube-20170922A の候補天体探索
Iニュートリノの位置誤差 ～1 − 2°

すべてを即座に調べることは困難

戦略： ニュートリノ放射源候補の一つ「活動銀河核」に的を絞る
位置誤差範囲内の７個の活動銀河核候補を入念に観測

Subaru/HSC

木曽KWFC

IceCube
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広視野型望遠鏡で見つかり得る変動天体 ～数千個

候補天体と観測視野



9/23

7つのブレーザー候補のうち1個で、光度変動するものをを見出した

この報により、世界の電磁波追跡観測を促すことに貢献

対応天体の発見

9/24 9/23と9/24の差

広島大かなた望遠鏡HONIR 可視Rバンド

ガンマ線でも増光していたことを突き止め、世界に先駆けて報告
（Tanaka, Y. T. ほか、ATel #10791）

残差に天体像あり
（暗くなった証拠）

田中康之氏
（広島大：当時）



かなた1.5m鏡 今後の見通し

• 狙うサイエンス
– 多波長連携観測に基づく突発天体の研究（当初から変わらず維持）

– 京大3.8mせいめい望遠鏡と相補的に

• 観測装置の更新
– 可視赤外線同時観測装置： 近赤外1チャンネル追加、広視野化（10‘→25’）

• 観測協力
– 光赤外大学間連携（９大学＋国立天文台）

– 山口大の電波望遠鏡、東京大・木曽のシュミット鏡(Tomo-eカメラ)

– チベット・HinOTORI 50cm望遠鏡設置・運用（中国科学院 NAOC, PMO）

– コッタミア天文台1.88m鏡の新装置KFISP（エジプト NRIAG）

• 偏光サーベイ計画
– かなた望遠鏡のレガシー（遺産）としての偏光カタログ、南天との海外協力
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